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Synopsis 

 

Nygmia staudingeri (Leech,) is one of the insects with venom in the family Lymantriidae. We have 

successfully reared larvae of this species to adult by feeding artificial diet. However, next generation 

larvae could not be obtained because the timing of emergence of males and females did not match. 

Furthermore, extending the dormancy period in the refrigerator increased larval mortality and 

decreased the emergence rate of adults. Larvae with venom of the Lymantriidae are medically 

important and require the development of breeding techniques as the foundation for research in control 

methods and understanding its ecology.  
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１．緒 言 

ドクガ科の 1 種であるフタホシドクガ

（Nygmia Staudingeri Leech）は本州、四国、

九州、国外では台湾、中国、ネパール、イン

ドに生息する 1)。国内に生息するドクガ科

のなかで、本種を含む 10 種が有毒であると

されており、これらの幼虫は毒針毛を持つ

ことが知られている 2)。この毒針毛は非常

に細かく、空気中に拡散された毒針毛に触

れることでも皮膚炎を起こすことが報告さ
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れている 3)。また、幼虫時代の毒針毛は、卵、

蛹、成虫にも付着することから 4)5)、飛来し

た成虫によって皮膚炎が引き起こされるこ

ともある。そのため、これらの有害なドクガ

科幼虫の生態学的および疫学的研究は医学

的に重要であるとされている 3)4)5) 6)。 

本種はこれまで幼虫形態と食樹が不明で

あるとされていたが（岸田 2011）、Yoshitomi 

and Ozaki（2019）によって、幼虫形態およ

びビャクダン科のヤドリギ（Viscum album L. 

subsp. coloratum Kom.）を食樹とする生態を

持つことなどが明らかとなった 1) 7)。このこ

とから、本種は衛生害虫としての研究、およ

び生態解明に向けたさらなる研究が進むこ

とが期待される 7)。同じドクガ科で衛生害

虫として知られるヒメシロモンドクガ

（Orgyia thyellina Butler）やチャドクガ（Arna 

pseudoconspersa Strand）では、古くから薬剤

試験や生態解明を目的とした飼育実験が行

われている。ただし、これらの実験には大量

のサンプルの維持管理が必要となる。そこ

で、人工飼料などを用いて累代飼育を行う

技術も研究されている 8) 9) 10) 11)。しかし、現

状、フタホシドクガにおいては、飼育や管理

に関する知見が不足している。 

本研究では、人工飼料を用いてフタホシ

ドクガの幼虫を飼育した結果、成虫まで飼

育することができたことから、人工飼料の

作成および管理の方法、ならびにそれらを

用いた飼育結果について報告する。 

 

２．材料・方法 

フタホシドクガの幼虫は、長野県松本市原

の住宅敷地内のケヤキ（Zelkova serrata 

(Thunb.) Makino）上に生育したヤドリギから、

2022 年 12 月 1 日に採集した。 

既往研究によると、フタホシドクガは秋に

孵化し、幼虫の状態で越冬すると報告され

ている 7)。また、ドクガの冬眠現象を解析し

た研究から、3 ヵ月の冷蔵期間で冷蔵中の死

亡個体が出現するとの知見が得られた 5)。

そこで，本報では本種に対する休眠処理の

期間を 2 ヵ月とした。 

採集された合計 45 匹の幼虫を、採集後す

ぐに飼育を開始した無処理（20 個体）と、

5 ℃に設定したインキュベーター（MIR-553、

SANYO、東京 ）にて 2 ヵ月間休眠処理を

行った休眠処理（25 個体）の 2 つのグルー

プに分け、以下に記す飼育試験に供試した。 

 人工飼料は、伊丹市昆虫館にて 15 種類

のチョウ類に対して人工飼料飼育を行った

研究 10)を参考に作成した。作成方法は、ヤ

ドリギの葉と細かく切った茎を熱乾燥機

（MOV-102S、SANYO、東京）に入れ、

50 ℃で 24 時間以上乾燥させた。その後、

ミル容器（BM-RT08-GA、象印マホービン

株式会社、大阪）を用いて粉末状にし、茶

漉しでふるってヤドリギの粉末を作成し

た。この粉末に対し、食植性昆虫の幼虫飼

育に必要なたんぱく質やビタミンを含有す

るインセクタ F-II（未添加昆虫用：日本 

農産工業株式会社、横浜）と水をそれぞれ

30g：20g：130 ml の割合で混ぜ合わせ、

500 W の電子レンジで 2 分程加熱したの

ち、5 ℃に設定されたインキュベーター内

で保管したものを人工餌として試験に用い

た。 

幼虫の飼育は、25 ℃の恒温ならびに明暗

12 時間（日長）の条件下で行い、無処理グ

ループは多頭飼育を行った後、終齢以降は

個別飼育した。なお、無処理グループの飼育

過程で寄生蜂による死亡個体がみられたこ
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とから、休眠処理グループでは、若齢期から

個別飼育した。飼育容器について、多頭飼育

にはクリーンカップ（900 ml（リスパック、

岐阜））、個別飼育には滅菌シャーレ（90 mm 

× 22 mm）（アズワン、大阪）をそれぞれ使

用した。飼育容器下には 1/18 サイズにカッ

トしたキムタオル（日本製紙クレシア、東

京）を敷き、その上にプラスチック製スプー

ン一杯程度（約 3 g）の人工飼料を置いた。

餌の交換ならびに容器内の清掃は、2～3 日

に 1 回の頻度で実施した。 

 

３．結 果 

 本種を野外で採集して長野県から送る際

に、幼虫がいた場所と奈良県に到着した際

に幼虫がいた場所が異なっていた。到着時

には幼虫の活動はほとんど見られなかった

ものの、自力で移動することは可能な状態

にあった。しかし、送られてきた際に、葉な

どの植物体に新しい摂食痕跡はなく、実験

室にて飼育を始めた際にも、すぐには摂食

活動が認められず、飼育 2 日目以降から観

察されるようになった。 

天然飼料の食樹から人工飼料への切り替

えは非常に簡単で、食樹であるヤドリギを

摂食していた幼虫にいきなり人工飼料を与

えても、摂食拒否する個体はなかった（図

1）。 

 

 

図 1 フタホシドクガ幼虫が人工飼料を摂食

する様子 

 

飼育試験の結果の内訳を表 1 に示す。人

工飼料により飼育された幼虫も成長を続け、

成虫まで飼育することに成功した（図 2、3）。 

 

 

図 2 羽化したフタホシドクガのメス個体羽

化日、10Ⅱ2023 

 

 

図 3 羽化したフタホシドクガのオス個体羽

化日、6Ⅰ2023 
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しかし、休眠処理を行ったグループでは、

幼虫時に蛹化不全によって死亡した個体が

多く（表 1）、1 個体も正常に羽化させるこ

とができなかった。 

 

表 1 フタホシドクガ幼虫の人工飼料による

飼育結果 

  
無処理 

N=20 

休眠処理 

N=25 

幼虫死亡 

(寄生蜂による死亡) 
4（1） 10 

蛹化不全 0 8 

蛹死亡 2 5 

羽化不全 1 2 

羽 化 13 0 

羽化率（%） 65 0 

 

羽化した本種は、オス 11 個体、メス 2

個体であった。そこで、これらの個体を用

いて累代飼育を目指し交配を行ったが、無

精卵のみしか得られなかった（図 4）。 

 

 

図 4 フタホシドクガから得られた無精卵 

 

また、幼虫時に黒く溶けるように死亡し

た個体も散見され（無処理グループ：4 個

体（20%）、休眠処理グループ：10 個体

（40%））（図 5）、休眠処理個体で多く観察

された。さらに、1 個体（5%）のみである

が、寄生蜂によって死亡した個体も観察さ

れた（図 6、表 1）。 

 

図 5 黒くなって死亡した個体 

 

 

図 6 寄生蜂の繭がついた幼虫 

 

４．考 察 

本試験から、野外で採集されたフタホシ

ドクガの幼虫に対して、ヤドリギの粉末と

インセクタ F-II（食植性昆虫の幼虫飼育に

必要なたんぱく質・ビタミンを含む）を

6：4 の割合で混ぜ合わせた人工飼料を与

えても、問題なくから食樹から移行が可能

であることが明らかとなった。チョウ類の

幼虫を対象とした既往研究では、食いつき

はじめの初齢～中齢の段階で食樹の粉末の

濃度が低いと食いつきが悪い種に対して
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は、食樹の粉末とインセクタ F-II を 7：3

の割合で配合するなど食樹の粉末の濃度を

高濃度にする対応をとることが望ましいと

の指摘がなされている 10)。これと比較する

と、フタホシドクガは、成長に必要なたん

ぱく質やビタミンが多く含まれているイン

セクタ F-II の配合割合を、初期幼虫から多

く与えることが可能であった。そのため、

フタホシドクガは人工飼料による飼育管理

が比較的容易な種であると考える。 

 飼育試験の結果、無処理では正常に羽化

まで飼育できたが、休眠処理を行ったグル

ープでは、幼虫時と蛹化不全によって死亡

した個体が多く、正常に羽化した個体はな

かった。この原因のひとつに、フタホシドク

ガに対する人工的な休眠期間が長すぎた可

能性が考えられる。本試験の休眠延長期間

における松本市の月平均気温をみると、平

年値は 12 月が 2.5 ℃、1 月が-0.3 ℃、2 月が

0.6 ℃であった 12)。飼育環境下では 5 ℃下で

本種は休眠状態に移行したことから、休眠

期間が長すぎたとは考え難い。 

つぎに、人工飼料による影響の可能性を

検討する。無処理グループでは人工飼料で

羽化まで飼育できたことから、人工飼料が

原因である可能性は低いだろう。一方で、本

種の幼虫が奈良県に輸送されてきた時点で

自力移動が可能な状態であったことから、

休眠が一時的に打破されていた可能性も考

えられる。チョウ目幼虫の休眠にはホルモ

ンが関与するとの指摘があることから 13)、

一時的に休眠が打破された状態で急激な温

度変化を与えたことで、ホルモンバランス

が乱れ、結果、蛹化不全や幼虫死亡の個体数

上昇につながったのかもしれない。さらに、

幼虫期に集団生活を行うチャドクガでは、

多頭飼育にくらべ個別飼育での死亡率が高

くなるとの報告がある 8)。したがって、越冬

の際に集団生活を行っているフタホシドク

ガでも、密度による成長への影響の可能性

は否定できない。今後、多頭飼育と個別飼育

を同条件下で行い、羽化率や成長速度の違

いを比較し、飼育に関する知見のさらなる

収集を目指す必要があるだろう。 

本報では、累代飼育を目指して交配を行

ったが、無精卵しか得られなかった。他方

で、ドクガにおいては個別飼育している処

理区で、オス個体が平均で 5 日程度早く出

現するとの結果が得られている 4)5)。さらに、

羽化当日での交尾成功数がもっとも高かっ

たことから 4)5)、本試験では、オス個体とメ

ス個体の羽化時期のずれによって、累代飼

育に至らなかったと考える。羽化時期のず

れを解消する手段として、マイマイガ

（Lymantria dispar Linnaeus）の場合は、蛹を

15 ℃のインキュベーターに封入することで、

羽化を 1 ヵ月程度ずらすことが可能である

など、累代飼育方法が確立されている 11)。

そのため、フタホシドクガについても羽化

時期をずらすための手法の研究が行われる

ことで、累代飼育が可能となり、さらなる研

究の発展につながるだろう。 

前述のとおり、フタホシドクガを含むド

クガ幼虫の毒針毛は微小であり、空気中に

拡散することから、ドクガが原因の皮膚炎

を特定することは難しいとされている 3)。

また、ドクガ（Artaxa subflava Bremer ）が

北海道で大量発生したことで、多数の住民

が被害を受けたとの報告もある 14)。これら

の報告から、フタホシドクガについても潜

在的に衛生害虫となっている可能性は否定

できない。本報が、フタホシドクガの生態
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解明や衛生害虫としての研究の推進に向け

た情報基盤となることを期待する。 
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